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１ はじめに 
 ある先輩の先生方から、「数学ができないと言われると、

バカにされた気がする」という生徒の話を聞いたことがあ

る。また、私が勤務している学校は工業高校であり、どち

らかというと学習意欲の低い生徒が多い。就職・進学（専

門学校）においても、数学をほとんど必要としないので、

学習の動機付けも難しいところがある。 
そこで、どのように楽しく、わかりやすく、数学を生徒

に学習させていくのかは、数学教員の大きな責任であると

常に感じている。ゆえに、この主題を設定した。 
 

２ 研究内容 
現在、私の勤務校では数学Ⅰ・数学Ⅱの授業が実施され

ており、数学 A は選択科目になっている。そのため、ほと

んどの生徒に「場合の数と確率」の教科指導がなされてい

ない状況である。しかし、就職試験における数学の問題に

「場合の数と確率」が出題されることがある。実際に、愛

媛県高等学校教育研究会数学部会編集「数学就職問題集」

においても、過去問題として記載されている。問題になっ

てくることは、数学Ａの教科書を持たない、かつ、授業が

実施されていない生徒たちに、いかに「場合の数と確率」

を教科指導していくかである。 
そこで、今までに作成した「順列」「順列の例題」「組合

せ」「円順列」「グループ分け」「同じものを含む順列」の漫

画プリントを教科書の代用にして、就職問題集を対処する

ことにした。しかし、週２時間の授業の指導では、ワンパ

ターンの解法の問題ばかりであり、機械的に解くという形

になってしまいがちである。特に、考える力を高めること

があまりできないのではないだろうか。卒業して社会人に

なり、娯楽遊びをする中で確率に関係するものであったと

き、無計画な形で進んでいかないように基礎知識としっか

りとした考える力を持たせたいと考えた。 
自分が昨年実家に帰ったときにあった月刊雑誌に、“人

生は「運」で決まるのか？”という特集が記載されていた。

その中に、“「確率」から迫る 数字を学びツキとつきあう

―運・不運を分かつ法則性はあるのか？確率論から考える。

―”という横浜国立大学教授 今野紀雄先生の記事が載っ

ていた。「独立試行」「逆正弦法則」等の内容であったが、

あまり数学が得意でない人でもわかりやすい説明がなされ

ていた。また、数学Ⅰで「確率」を指導していたとき、勤

務校における生徒たちの「独立試行」に関する問題の解答

率があまりよくなかったこともあり、今野教授と雑誌社に

お願いして、漫画プリントにするお許しをいただいた。前

回はその記事の前半を参考にしたので、今回は後半にあっ

た、“「逆正弦法則」はツキを教える！？”“確率を知るとギ

ャンブルで勝つことが難しいことがわかる”等の話を漫画

プリントにした。 
対象は３年生で習熟度の低いクラス生徒である。漫画プ

リントは１学期中間考査用の資料として利用し、パワーポ

イントを使用したプレゼンテーションを授業で行った。（も

ちろん、今までの漫画プリントも同様に行った）また、試

行がコイン投げであったので、実際に生徒たちにも実験を

してもらい、その様子をビデオ録画・編集したものも上映

してみた。そして、「独立試行」に関する問題を指導し、理

解度を高めるともに、今まで低かった解答率を上げること

を目指した。 
 

▼漫画プリント 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼生徒の解答例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ まとめと今後の課題 
 今回も漫画プリントを、実際に授業で活用してみたが、

アンケート調査からも生徒の反応は上々であった。授業

中の演習時間では、ほとんどの生徒が解くことができ、

１学期の中間考査も正答率が 70％（欠点者１名）とまず

まずの成果であったと思う。また、私は特に指示はして

いないが、考査後に八割の生徒が自主的にノートを提出

している。点検してみると、漫画プリントをきちんとノ

ートに貼り、後で復習しやすいようにしていたので、心

強く感じた。 

反復試行の確率       においても、卒業生た

ちは組合せの意味も十分わかっているにもかかわらず、 

  の箇所が抜かれている解答が多かったが、今回は、

その解消が半分以上できていた。したがって、“なぜ 

r

  を掛けるのか？”ということを理解させるサポート

ができたのではないかと考える。 

rn C

しかし、生徒にとって、数学の授業内容は点数を採る

ためのものであり、まだまだ私の努力不足のため、本当

に数学を楽しく学習させているとはいえない。少しでも

数学の苦手な生徒に興味と探求心を高めて、生徒の学習

をサポートすることのできる、実りのある数学の授業が

できるように努力し続けていきたい。 

 
( ) rnr

rn ppC −−1 ＊参考文献：第三文明２００５年８月号内（第三文明社） 

      「数字を学びツキとつきあう」 

n C        横浜国立大学 今野紀雄 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


